
論

説

維
新
期
神
領
の
社
会
構
成

ー
ー
離
宮
八
幡
宮
領
大
山
崎
荘
諸
身
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割
等
級
と
土
地
所
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I
I
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目

次

は

じ

め

に

一

諸
身
分
の
戸
数
割
等
級

二

諸
身
分
の
上
地
所
有

は

じ

め

に

京

都
盆
地

の
南
西
端
、
桂
川

.
宇
治
川

禾

津
川

の
三
川
を
合
流
し
た
淀
川

が
大
阪
平
野

へ
と
流
出
す
る
天
王
山
と
男
山

に
挟

ま
れ
た

い
わ
ゆ
る
山
崎
狭
隆
部

は
、
京
都

の
西

の
関
門
と
し

て
古

く
か
・り
関
頭

の
蓄

に
な

っ
た
こ
と

で
識

ら
れ

る
・
讐

八
幡
宮
領
大
山
崎
荘

は
、

▼」
の
狭
隆
部

の
北
側
、
淀
川
右
岸

の
西
器

道

(山
崎
街
道
)
沿

い
に
燈

に
ま
た
が

っ
て
所
在

し
・
明
治
六
年

(
一
八
ヒ
、.一)・
城
摂

国
界

の
最
終
的
な
確
定

に
と
も
な

い
京
都
府
と
人
阪
府

に
分

け
ら
れ

て
い
る
。

幕
藩
体
制
下

に
お

い
て
妻

寺
社

に
は
寺
社
領

(薫

印
地

・
除
地
)
が
付
与
さ
れ
て
領
有
権

(貢
租
処
分
権
)
を
認
あ
ら
れ
存
辛

る
た

め

の
饗

的
基
盤
と
な

っ
た
。

}、
の
寺
社
領

の
実
態

は
そ
れ
ぞ
れ

の
成
遮

程

に
由
来

し

て
多
様

で
鑑

が
・
讐

八
讐

領
大
山
崎
荘

階一 日0媚欄嘲0
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は
・
中
世
期
・
油
座

の
特
権

の
ド

繕

集
し
た
神
人
達

の
富
裕
な
経
済
力
喜

景

に
護

不
入

の
畠

的
都
市
共
同
体

(惣
中
)
と
し

て
成

立
し
・
支
配
身
分

で
あ
る
神
人
達

(社
家
層
)
に
よ
る
惣
中
を
存
続

さ
せ
た
ま
ま
幕
府
か
,り
朱
印
状
雫

付

さ
れ
碧

攣

安
堵
さ
れ

て
幕

　
　

　

藩
体
制
下

に
編
入

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

維
新
期

に
お
け
る
明
治
政
府

に
よ
る
近
代
国
家

の
蟻

過
程
は
、
核
と
な
る
碧

制

の
解
体
過
程

.
原
蓄
過
程
と
併
行

.
連
動
し

て
、

国
家
神
道

の
形
成
期

で
あ

る
こ
と
・
す
な
わ
ち
、
察

些

致
」
布
告
や

「
神
仏
分
離

"
」

に
始

ま
る
宗
教

「
近
代
化
」
政
策
推
進
過
程

で

も
あ
る

こ
と
に
特
色
が
あ
る
が
・
冒

国
幣
社
L
と

は
異
な
る

「
諸
社

」
を
璽

と
す

る
神
領

の
}、
の
期

に
お
け

る
社
会
経
済
構
造
と
そ
の

変
容

の
実
態
が
ト
分

に
追
究

さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
な

い
。
本
稿

で
は
、

こ
の
間
讐

識

に
基
づ
き
、
大
山
崎
荘
を
対
象

に
、
と
り
あ
.凡

ず
・
諸
身
分

の
経
済
的
地
位

の
変
動
を
鰯

す

べ
く
、
差

し
当
た
り
、
、薮

割
等
級
と
上
地
所
有

の
側
面

に

つ
い
て
予
備
的

な
藁

を
試

み

る
・

あ

ら
か

じ
め
、

近

世

t
維

新
期

に
お

け

る
社
会

構
成

を

簡
単

に
検
討

し

て
お
く
。

身

分

別
構

成

を
戸

数

で
み

る
と
・
宝

暦
八

年

九
艮

壼

八
)
の
宗

門
人

別
帳

で
は
、
城

州

側

に
お

い

て
社

家

ヒ

.

.
(他
に
明
家
、
.
一
)、

下

役

人

二

社

僧

六
・

百

姓

元

三
・
計

ニ
ヒ

・
」、

摂

州
側

に
お

い

て
社
家

八

、
下

役
杢

、
社

僧

四
、
百

姓

八

.
一、
計

九

五
、
城

摂

A
口

計

の
社
家

八
〇
・
下
役
人

二
・
社
僧

・
、
百
姓

、
渥

、
計
三
六
し

と
な
る
.
社
僧
は
讐

八
讐

の
役
寺

の
宝
積
寺

(釜

と
額

音

寺

(谷
黄

摂
州
側
に
所
在
・
後
述

の
よ
う
に
、
排
仏
殿
釈
過
程
で
椎
尾
神
社

へ
改
変
さ
れ
た
)
の
子
院

で
あ

.
て
、
他

に
無
社

役

の

「
諸

宗

諸

宗

門

」

寺
院

が

四
薮

寺

あ

り
・

そ

の
う
ち

の
多

く

は
有

住

の
筈

で
あ

る
が

そ
れ

・り
の
分

は
別

に
な

る
。

し

た

が

.
て
、

寺

家

に

つ
い

て

は

そ

の
全

体
を

示

す
も

の

で
は
な

く
留

保

が
必
要

で
あ

る
が
、
全

、戸
数

に
対

す

る
護

比

は
、

城

州
側

の
社

家

が

二
六

.
五
%
、

摂

州

側

の
社

家

が
八

.
四

%
・
城

摂

合
計

に
お

け
る
社

家

が
二

丁

八

%

に
な

る
。

Ψし
の
身
分

別

獲

.籔

は
、
明
治

五

年

百

(

八
ヒ
ニ
)
に

は
・
城

州

側

に
お

い

て
社

家

三

四
・

寺
家

;

一、
百

姓

二

六
、

計

エ

ハ
三
、

摂

州
側

に
お

い
て
社

家

六
、
寺

家

三
、

百

姓
五
七

、
計

六

六

・
城

摂
合

計

の
社

家

四

〇
・
寺
家

エ

ハ
、
百

姓

一
七

三
、
計

.
一.
冗

に
変

化

す

る
.
な

お
、

ッし
の
社

家

に
は
椎

尾
神

社

の
社

人

三
戸

(城



州
.
一、
摂
州

こ

を
含

む
.
以
上

の
.戸
数
を
獲

比

に
み
る
と
、
城
州
側

の
社
家
が
二
?

九
%
・
摂

州
側

の
社
家

が
九

.
一
%
・
城
摂
合

計

の
社
家
が

底

.
五
%

に
な
る
.
上
述

の
藤

八
年

に
お
け
る
寺
家

に

つ
い
て
の
覆

を
勘
案
す

る
必
要
が
あ
る
と
は
い
え
・
こ
の
間
、

総

戸
数

に
お

い
て
城
州
側
が
四
。
%
、
摂
州
側
が
三

%
、
鰹

合
計

で
三
八
%
減
少

し
た
が
・
社
家

に
お

い
て
は
・
城
州
禦

五
六
%
、

辮

側
が
三
八
%
、
A
口計
で
五
四
%
と
他
の
身
分
に
比
し
て
そ
の
減
少
率
が
鵡

・
禁
門
の
変
に
連
動
し
突

山
崎
に
お
け
る

兀
治
の

継

糠

災
者
の
離
散
を
考
慮
し
て
転

}、
の
変
動
に
は
構
造
的
な
も
の
が
あ
る
と
ー

れ
る
が
、
…

で
は
そ
の
問
題
に
竪
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一

諸
身
分
の
戸
数
割
等
級

灘

鎌

欝
響
灘

擁

飾藩

緯
黙
題

}」
の
神
領

の
財
政
を
維
新
期

に

つ
い
て
み
る
と
、
明
治

.

.年

(
べ

六
九
)
の
支
出
高
合
計
鮭

ム
ハ
九
両
二
分
三
朱
と
式

九
九
算

九

。
文

で
あ
り
、
収
入

は
、
①
社
家
役
田
四
夫

分
、
役

聖

人

に

つ
き
四
貫
五
・
・
蕾

け
・
②
社
家
家
別
内
畑
掛

け
・
③
水
留
め

に

つ

き
入

り
、
④
五
保

.
六
保
要
脚
地
上
り
物
、
⑤
宿
役
金
貸
付
利
足
、

の
五
費
星

鑑

さ
れ

て
お
り
・

こ
れ
ら
の
収
入
を
差
引

い
た
残

額

に

つ
い
て
、
田
地

は
L
中
下

に
区
別
さ
れ
た
宛
山、同
に
対
し
石
掛
け
、
藪

畑

は
反
掛

け
で
賦
課
が
あ

っ
た

(男

年
+
亘

萸

用
勘

定
帳
L
、
離
宮
八
幡
宮
文
鐘
.、
以
ド
同
じ
)
.

7」
の
石
掛

け

お

よ
び
反
掛

け
金

は
、
収

入
全

体

の
八

六

%
を
占

め

る
最
人

の
財

源

と
な

る
.
な

お
、

田
地
宛
古
回
は
、
上
五
。

、看

余
、
中
.
天

著

余
、
下

δ

者

余
、
合
計
八
七
二
案

で
あ
り
・

こ
れ
ら

の
宛
曲尚

蒼

つ
き
、
L

二

分
、
中

三
貫
五
。
。
文
、
ド

ニ
竪

が
そ
れ
ぞ
れ
賦
課
さ
れ
、
ド
田

の
反
当
た
り
賦
課
額
を

δ

・
と
す
る
と
・
出

↓
七
五
君

巴
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五
。
と
な
る
・

差

・
藪

畑

の
賦
課
額

農

当
た
り

璽

で
あ

.
た
.
社
家
役
田
は

丞

、反

六
畝
歩
と
す
れ
ば
、
反
当
た
り

頁

二
五
〇

文

が
賦

課

さ

れ

る

こ
と

と
な

る
。

別

三

家
別
入
観

定
帳
L
が
作
成

さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
六
九
・
貫

四

三

文

の
賦
課
額
に
対

し
、
古
同
掛
り
な
.り
び

に
要
脚
地
L

り
物

の
占

め

る
割

合

が
七

二

%

で
・
残

り

五

一重

余

が

戸

数

割

L
(後

の
法
A.
に
基
づ
-
も
の
と
は
異
な
る
.
戸
数
割

の
明
確
な
賦
課
基
準
は

不
明
)
の
対

象

と

さ

れ
た
。

こ
の
籔

割

は
・

社
家

三
吾

・
寺

院

・
二

か
寺
、

百

姓

天

Q

戸
に
対

し

て
、

ご
戸
当

た

り
、

社
家

.
寺

院

が

二

四
文
、

百

姓

は

L
籟

二
墨

六

斐

・

中
等

級

青

三

四

八
文

、
下

等
級

八

...
支

の
箋

が
付

け

・り
れ

て

い
る
.

総

戸
数

、
二

六

戸
の

一
.戸
当

た
り

平

均

は
八

九

四
文

と

な

る
か

ら
・

社

家

・
寺

院

は

そ

の
金

額

の

三

・
八
%

を
負

担

す
れ

ば
済

む

}し
と

に
な

る
.

}し
の
-戸
数

割

の
賦

課
方

法

を

み

る
と
・
社

家

.
寺

院

と
百

姓

は

画
然

と
区

別

さ

れ

て
お

り
、

か

つ
前
者

に
対

し

て
き

わ

め

て
有
利

と

な

.
て
い
る

}」
と

が
判

明
す

る
む翌

三
年
卜

二
月

の

藷

入
用
勘
定
帳
L
を
分
析
す

る
と
、
基
本
的

に
は
、
右

に
み
た
二
年

と
ほ
ぼ
同
様

の
収
支
構
成

に
あ
る
.

こ
の
年

の
支
出
高
総
計

は
九

6

両
三
八
文
と
な
り
、
前
年
歳
出

の
約
.
確

規
模
が
膨
張
し
て
い
る
.
収
入
内
容
を

み
る
と
、
①
小

泉
川
堤
敷
地
米
代
・
昨
巳
年
分
・
②
同
下
植
野
村
分
、
③
宿
役
金
暮

利
足
、
④
五
保

.
六
保
用

(要
)
脚
睾

貝
取
立
分
、
⑤
同
米

老

五
斗
九
升
三
合
三
勺
代
・
⑥
反
掛
け
金
・
⑦
百
姓
分
家
別
掛
け
金
、
⑧
社
家

・
寺
院
家
別
掛

け
金
、
⑨
皆
済

の
際

の
借
用
金
、
以
上

と
な

.

て
い
る
・
収
入
総
額

の
八
九
%
が
石
掛
け
金

で
占
め
・り
れ
、

こ
の
年
は
全
体

の
七

%
に
当

た
る
借
用
金

が
み
.り
れ
る
.

な
お
、
①

.
②

は

前
年
度

の
③
と
同
様

の
性
格

の
費
目
と
思
わ
れ
る
。

戸
数
割
額
は
・
百
姓
分
が

エ
ハ
ヒ
塁

・
社
家

・
寺
院
分
が
.
」七

纂

で
あ
り
、
百
姓

重

.戸
は
上
三

、
中
五
。
、
下
七
。
と
一戸

数
が
分

け
ら
れ
・

二
戸
当
た
り
の
賦
課
額
は
・
上

一
貰
九

三

文
、
中

百

.
毛

五
文
、
下
六

三
ヒ
文

の
等
差
が
付

さ
れ

て
い
る
.
社
家

.
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寺
院
五
互

戸
は
均
等

に
四
七

四
文

が
賦
課

さ
れ
る
.
百
姓
分
と
社
家

・
寺
院
分
を
合
計
し
た
戸
数
割
総
額

に
対
し

て
・
総

薮

二
。
杏

の

=
戸
当

た
り
平
均
賦
課
額

は
九
四
五
文
と
な
り
、
前
年

に
比

し

て
約
六
%
垢

す
る
こ
と
に
な
る
・

こ
の
額

に
対
す

る
社
家

・
寺
院

の

ご
戸
当
た
り
賦
課
額
は
約
五
。
%
と
な
り
、
百
姓

に
対
す
る
賦
課
額
と

の
格
差

が
前
年

よ
り
も
縮
小
し
た
が
・
依
然

と
し

て
社
家

寺

院

に
と

っ
て
は
か

な

り
有
利

な

賦
課

法

と
な

っ
て

い
る
。

さ
て
、
社
家

.
寺
院

は
、

駆

均
額

の
半
額
を
均
等

に
負
担

す
れ
縛

む
が
、
百
姓

は
・
中
等

が
下
等

の
二
倍
・
毒

が
中
等

璽

・

福

の
格

差
を
も

.
て
Ψ、
の
費
目
を
徴
収

さ
れ
た
.
百
姓

に
あ

・
て
は
ど

の
等
級

に
鐘

け
ら
れ

る
か
が
婁

な
問
題
と
な

る
だ
ろ

費鰭
麟
雛

鋤

鷲

毅
幾
短

髄
響

難

羅

肩

々
陸
運
Aム
社
入
用
掛
り
L
八
三
貫
↓ハ
。
。
文
を
差
引
い
た

5

円
四
六
銭
七
毛
が
戸
数
割
の
対
象
と
な
り
・
社
家
三
四
尺

塵

七

幻

纏

継

脚
難

『

戸
に
対
し
て

社
家
.寺
院
は
一戸
当
た
り
均
等
に
五
斐

百
姓
は
夫

斐

中
五
九
三

明
治

二
年

と
比
較

す

る
と
、
社

塞

.戸
、

寺
院

四
か
寺

、

百
姓

、
戸

が
蓼

し

、
特

に
寺

院

の
減

少

が
目

に

つ
く
・

こ

の
年

の
百
姓

の

等

級

別

月
数

は
、

よ

、二

、
中

四
ヒ

、

下

八
。

で
あ
り

、
上

等

は

.二
年

高

数

、

中
等

が
三

凝

・

下

等

が

6

戸
増

と

な

る
.

さ

て
、

蔽
纏

羅
総

葬
ど鱗

葛
鞠
講
鶴
繕

祝誇
藁

犠

.
「倍
、
上
等
と
中
等

の
差
が

}
.
五
倍

で
あ
る
}、
と
に
は
変
わ
り
が
な

い
.
中
層
が
減
少
し

て
ド
層
が
増
加
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る

力

従
来

の
社
家

.
寺
院

に
有
利
な
賦
課
法

は
か
な

り
・
歪

さ
れ
た
と

い
え
る
.

た
だ
し
・
社
家

・
寺
院

の
内
部

に
お
い

て
も
経
済
力

に
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格
差
が
あ
る
か
ら
・

と
り
わ
け
有
力
な
社
客

寺
院

に
有
利
な
賦
課
法
と
な
る
基
本
的
な
性
格

に
は
変
化
が
な
い
.

そ
▼し
で
、
装

.
寺

院

を

嘉

し

て
均
等

割

と
す

る
方
法

に
対

し

て
・
社

家

・
寺
院

層

の
内

部

に
も
貧

富
格

監几
が

あ

る
限

り
、
彼

.り
内

部

か

、り
}」
の
賦

課
法

の

逆
糠

喬

題

と
す

る
意
暴

提
出

さ
れ
る
の
は
必
至

で
あ

.
た
.

こ
の
年

の
竪

帳

に
は
次

の
よ
.つ
な
張
り
紙
が
あ
る
.

当
年
之
義

者
割
合

二
相
成
候

ハ

、
努

無
之
候
得
共
、
来
年
6
社
中
嚢

も
百
姓
同
様

二
上
雫

之
差
裂

呉
候
様
、
川
原
崎
氏
幣

出
候
事

か
く
し

て
・
翌
葦

か
ら
は
社
家

に
も
百
姓
同
様

の
等
差
が
設
定
さ
れ
.籔

割
が
徴
収

さ
れ

る
ソし
と

に
変
化
す

る
の
で
あ
る
.
従
来

の

。

こ
れ
は
総

戸
数

の
約

四
割

を
ヒ
[
め
る
下
等
級

の
百
姓

に
と

っ
て
、
彼

賦
課
法

に
対
す
る
百
姓

の
側
か
ら
の
不
満
は
史
料
L
み
ら
れ
な
い

ら

に
す

れ
ば
総

籔

に
対

す
ゑ

戸
平
均
額

の
約
六
・
%
相
嶺

を
負

担
す
れ
ば
済
む
と

の
、

そ
れ
な
り
に
多
少
と
も
暮

旧格
差
を
配
慮

し
た
賦
課
法
と
な

っ
て
い
る

こ
と
も
背
景

に
あ
る
も

の
と
思
わ
れ

る
.
し
た
が

・
て
、

}」
の
賦
課
法
円疋
正

の
茜

は
、
社
家
層

に
属
し
な

が
ら
村
民

睾

均

の

雇

担
攣

支

え
き
れ
な

い
よ
う
な
経
済
力

に
あ
る
社
家
が
か
な
り
経

す
る
と

い
う

Ψ」
と
に
あ
る
と
孝

え
る
べ

き

で

あ

ろ

う

。

表

-
は
・
大
山
崎
荘
罠

の
等
級
区
分
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
.
社
領
上
知
後
、
社
家

は
神
勤
を
免

じ
、り
れ
、
L
族
か
平
民

の
賦

か

編

入

さ
れ
た
・
戸
籍

に
あ
り
な
が
ら
戸
数
割

の
賦
課
対
象
と
し

て
記
載

の
な

い
者
を

ひ
と
ま
ず
置
け
ば
、
社
家
三
四

戸
は
、
[、
　
}
涌

籍

に
・

三

戸
が
民
籍

編

入
さ
れ
た
・
L
族

は
上
雫

の
等
級

に
ほ
ぼ
同
数
ず

つ
分
布

し
、
民
籍
編
入
者

は
圧
倒
的

に
F
等
が
多

い

す
な
わ
ち
・
明
治
五
年

に

つ
い
て
み
れ
ば
・
百
姓

の
約

.
梨

上
等
、

ほ
ぼ
五
割
が
下
等

に
属
し
、
路削
述

の
ザ
、
と
く
逐
雫

等

に
属
す
者

の
増
加
す
る
傾
向
を
葦

と
八
年

の
対
比

で
も
知

る
}し
と
が

で
き
る
が
、
民
籍
編
入

の
社
家

の
ヒ
五
%
は
ド
等

に
属
し
、

ワ、
の
数
値

は
百

姓

の
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
高

い
・
社
家

の
内
・
上
等

に
位
置
す
る
部
分

に
ヒ
籍
編
入
者
が
比
較
的
多

い
と
い
,凡
る
が
、
絶
対
数

で
は
ほ
ぼ

同
数

雫

等

に
も
存
在
し
・
社
家
層
全
体

の
ド
等
所
讐

比
率

は
百
姓
層
と
あ
ま
り
変
わ
・り
な

い
の
で
あ
る
.

}」
れ
は
、
百
姓
層
以
上

に
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表1大 山崎荘村民の等級区分

明 治5年

1「]T一上家 ド救生

L平 計

L7(2)18(2)31(13)

お7{1)2α>9(2)4813)

ド8(2)917(2)84(30)

薩『卜22(5)12(1)34(6)159(5⑤

明治8年

旧社家 百姓
L平 計

1719

51635

S1468

171027122

脚
取傑騰 籍1轟 羅 「家欄 懸縣 繭 蔽;筋 齋 費掛
② 明治5年 欄社家 は,明 汗}6年2月 現在。

(3}()内 は,明 治6年 分村 のi騎 村分
。

明 治5年(%)明 治8年(%)

騰 三 計 百姓■ ワ隆 計 ドf姓

31.38.323 .519.535 .310.025.915 .fi

31.816.720 .530.229.41U .022.228 .7

36.475二 堕 堕31塑
.劉・二堕 』」5・7

1些 趣墜1・ ・1・ ・ll・ ・1・ ・1・ ・1動

社
家
層
内
部

に
お
け

る
経
済
的
な
格
差

の
上
下

に
拡

い

て
い
る
こ
と
を
意
味

す

る
。
な

お
、
前
述

の
よ
・つ
に
、
明
治
六
年
、
鞄

秀

の

一
の
村
民
が
属
す
る
地
域

は
大
阪
府

へ
移

管
し
、
山
崎
村

と
し

て
分
離
独
立
す
る
。
掲
出
表
明
治
五
年

の
等
級
区
分

に
は
こ
の
分
村

前

の
村
民
を
含

み
、
八
年
分

に
は
こ
れ
が
除
外
さ
れ
る
。

ま
た
、
分
村
地
域

に
所
在
す

る

旧
西
鯉

.
寺

は
、

排
仏
殿
釈
過
程

で
椎
尾
神
社
と
変
わ
り
、
還
俗
し
た
僧
は
社
家
と
な

っ

奈

、
掲
嚢

社
家

の
内
、
五
年

の
民
籍

の
中
等

茗

は
離
宮
八
幡
宮

で
は
な
く

こ
の
椎

尾
神

社

の
社
家

と
な

る

(城
州
側
人
山
崎

に
も
椎
尾
社
人
が
・
、.戸
存
在
す
る
が
・

六
年
ま

で
嬉

農
し

て
い
る
の
で
民
籍
に
入
れ
た
)。

こ

の
時
期

の
大

山

崎
荘

は
七

組

に
分

け

ら
れ
、

旧
来

の

上
六
保

(京
都
方
面
)
.
下
五
保

(人
阪
方
面
)
編
成
を

ほ
ぼ
基
準

と
し

て
・

霜

五
位
川
保

の
約
半
分
、

二
組
五
位
川
保

の
残
り
お
よ
び
溝

・
保

の
約
半
分
、
三
組
誉

保

の
残
り
と

岩
上
保
お
よ
び
高

の
保
、

四
組
中
村
保
と
舟
橋
保
お
よ
び
宝
寺
門
前
・

五
組
辻

の
保
お
よ

び
井
尻
保
か
・り
そ
れ
ぞ
れ
構
成

さ
れ
、

三

ま

で
が
大
山
崎
荘
と
し

て
残

る
・
六
組

は
関

戸

保

.
倉

の
内
保

.
大
手

町

.
ヒ

寺

、
七

組

は
谷
寺

門
前

か

ら
構
成

さ
れ

る
・

な

お
・

七

組

は
比

較
的

毒

に
属

す

る
者

が
ぞ

、
明
治
六

年

、

冗

.戸
の
内

、
八
・戸

(
四
、
、%
)
が

毒

、
七
、契

.一.七
%
)
が
中
等

、
四
戸

(、
.
き

が
下
等

に
な

る
。
谷
寺

の
椎
尾

神

社

へ

の
改
変
を
め
ぐ

.
て
檀
家

の
間

に
強

い
反
対
運
動
が
起
き
た
が
、

こ
れ
は
檀
家

に
山
林

.

撃

所
有
し

て
他

の
組

に
み
・り
れ
な
い
特
徴

で
あ
る
が
、
余
業
と
し
て

「
山
稼
」
従
薯

が
多
数
存
在
し
比
較
的
経
済
的

に
安
定

し
た
家

の
多

か

っ
た

こ
と
も
背
景

に
考

え
ら
れ

　喘　
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(祝

・明
治
八
年
度

の
戸
数
割
賦
課
は
・
上
等
三

戸
、
奪

六

三
戸
、
下
等
六
六
戸
、
A
口計

天

q

　
を
対
象

に
し

て
、
六

丙

三
、
彗

屯
二
毛

の
内
・
逓
送
人
繰
替
金
を
差
引

い
左

ハ
・
円
余

に

つ
い
て
、

そ
の
六
割

三

六
円
余

が
.籔

割
と
し
て
賦
課
さ
れ
た
.
各
等
間

の

格
差

に
従
前
と
変
化
が
な
く
・
中
等

は
下
等

の
.
禧

、
上
等

は
奪

の

τ

五
倍
と
な

.
て
い
る
.
掲
出
表
八
年

(七
年
分
)
に
比
較

す
る

と
・
上
等
h
戸
・
中
等

三

戸

が
増
加

し
・
ド
等
が

天

撮

少

し
て
い
る
.
総

籔

で
は

二

.戸
の
増
加
と
な
る

(萌

治
八
雰

戸
数

掛
割
付
帳
L
)
・
翌
年
度

の
戸
数
割
賦
課
法

は
・
「丸
掛
り
」
(規
定
額
を
徴
収
)
三

半
掛

り
L
(規
定
額
の
半
額
を
徴
収
)
の
二
奔

て
に
簡
素

化

さ
れ
る

(萌

治
+
年
七
月
竪

家
別
割
付
簿
」)
の
で
、

こ
の
年
度

は
前
年
ま

で
の
等
級
区
分
を
改
訂
し
、
下
等

に
属
す

る
者
を
少

な
く

設
定
す
る
経
過
的
な
段
階

に
位
置
す
る
も

の
と
葦

り
れ
る
.

こ
の
改
勢

向

は
、
暮

田格
差
が
存
在
す
る
場
A
口
、
下
層

に
属
す
る
者

に

は
不
利
な
方
法
と
な
る
・
す
な
わ
ち
・
等
級
間

の
格
差

が
縮
小

し
、
村
内
上
層

は
比
較
的
従
来

よ
り
至

、戸
負
担
額
が
少
額

で
済
む

▼、
と

と

な

る
　

な
お
・
地
租
改
正
後

の
明
治
±

年

に
な
る
と
・
「
従
前
民
費
課
出
致
来
候
科
目
之
内
、
官
霜

成
候
分
有
之
、
最

課
之
方
塗

付
、

内
務
省

ヨ
リ
達
之
趣
も
有
之
・
当
分
左
之
通
相
定
候
条
、
来

ル
明
治
土

年

ー

施
行
可
致
候
事
」
と
し
て
地
価
割

.
反
別
割

.
一戸
数
割

の
そ
れ
ぞ
れ
対
象

と
す

べ
き
窩

が
明
確

に
さ
れ
た

(嚢

課
出
区
別
簿
L).
諸
入
費

の
賦
課
徴
収

に
当

た
り
、
反
別
掛
け
を
中
、心
に
地
価

割

を
基

準

と
す

る
高

が
採

ら
れ

た

こ
と

に
な

る
.
土

年

三
月

の

「
丑
年

諸

入
費

竪

帳
」
に
よ

る
と
、
田

.
畑

.
宅

.
藪

.
流

作
田

.

流
作
畑
藪
ご
と

に
反
当
た
り
の
賦
課
額
が
設
定

さ
れ
、
さ
ら

に
地
価
割
を
付
加
す
る
と
の
方
法
が
採

・り
れ

て
い
る
.

サし
の
時
期

の
大
山
崎

荘

は
二

方

で
淀
川

の
洪
水

に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
他
方

で
沼
地

の
開
拓
が
進
行
し

て
い
た
か
・り
、
地
形
上
、

蔀

の
田
畑

に
は
生
産
力

の
委

定

な
も

の
も
あ

り
・

し

た

が

っ
て
・
反

別

割

と
地

価
割

を
併

用

す

る

こ
と

は

そ
れ
な

り

に
A
口
理
的

で
あ

っ
た
と
考

え
。り
れ

る
.
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社
領
上
惣

別
の
明
治

、
隻

八
Lハ
九
)
に
お
け
る
大
山
崎
荘
百
姓
層

の
土
地
所
持
状
況
は
穿

の
通
り

で
あ
る
・
前
出
分
村
農

に
属

す
る
百
姓
は
由
崎
と
し
て
分
離
し
掲
出
し
た
.
分
村
地
域
に
は
紫

的
中
籍

が
㌘

、
憂

⊥

町
層
の
柴

は
該
当
地
繋

体
に
対

し
て
約
二
割
存
在
す
る
が
、
人
山
崎
地
域
に
あ
.
て
は
同
層
は
麹

割
に
す
ぎ
ず
、
階
雰

化
が
早
く
か
ら
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
知
り

表2大 山 崎荘 百 姓 土 地 所 持 規 模 別 階 層 構 成(明 治2年)

..._ ...._(単 位)反.畝 歩

　
注

30～50

20.30

10～20

5～10

3～5

1～3

1未 満

0

合 計

暦 山崎
6

4

9

11

1

77

1

」

5

4

3

34

116

合計(%) 面 積(%)

52

q)

(21

4(2.4)158.325(28 .3)

5(3.0)106.119(19 .0)

11(6.5)163 .627(29.2)

9(5.4)70 .900(12.7)

9(5.4)34 .004(6.1)

1
11
16;響⊥欝

大II」崎町役場文 書よ り作成。

馳 は田 畑 ・薮 の合 計(一 ・部薮地 の瀦 は棚)
.山 地 は箇所 数

のみ判明 し面積 は不明。

(3)掲H}外 の 寺院所有地 面積1ま,鯖 寺17.328,聞 法寺L318,

真量」～陽己2.324。

う
る
。
最
人

の
土
地
所
有
者

(青
木
庄
一、郎

)
お
よ
び
.
一位

の
所
有
者

(山

本
庄
治
郎
)
は
規
模
を
縮
小
な
い
し
維
持
す

る
に
と
ど
ま
る
が
、
三
町
以

上
層

の
残
り

一家

(川
崎
清
兵
衛

・
入
江
利
兵
衛
)
は
そ
の
後
も
順
調

に
土

地
を
集
積

し
、

土
地
所
有
規
模

か
ら
み
て
荘
内
最
上
層

の
地
位
を
保

っ

て
い
る
。

、
一町
層
五
人

は
、
一名
が
規
模
を
拡
大
し
三
名

が
維
持
あ
る
い

は
縮
小

さ
せ
て
い
る
。

こ
の
段
階

の
土
地
所
有
者
は
そ
の
後

の
地
主
的

土
地
所
有

の
進
展
を
考
え
る
場
合
、

最
上
層

に
あ

っ
て
も
未

だ
安
定
し

た
も

の
と
は
い
え
ず
、

地
租
改
正
ま

で
の
時
期

に
か
け
て

一
定

の
変
動

が
み
ら
れ
る
時
期
と

い
え
よ
う
。

最
上
層

に
お
け
る
変
動

は
、
当
然
な

が
ら
余
剰
資
金

の
有
無
、
す
な
わ
ち
、
耕
種
農
業

以
外

の
営
業
状
況

の

い
か
ん
に
よ
る
貨
幣
獲
得

の
有
無

に
左
右
さ
れ
る
。

そ
の
点
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
表

3
を
掲
出
し
よ
う
。

農
業
以
外

に
宿
屋
、
質
商
、
油
屋
、
竹
屋
、
瓦
屋
、
左
官
屋
、
薬
種
商

}
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表3大 山崎荘2町 以上の土地所有者

(単位)町.反 畝歩

　矧

衛
郎
謙

健
壊

七
斉
助
寺
孝
襲

鷺

螂
助

相

鵬

騰

粧
照

鷺

版
、・雛

響

利

疋

入

川

山

青

福

松

梶

松

荒

津

岩

観

藤

笠

中

栢

川

岡

巽

-

2

3

4

:

7

8

9

m

n

据

捨

診

総

[
院

22

23

24
二

注

講
明 治5明 治9明 治21

①5。9315③5.8311●5.7300

×4.7912●5.5518×6.1919

③4.5127②7.4010②8・4304

×4.0918●3.3525×3.1529

04.001203.45271.8814

(6]3.440603.9526(7]4.7203

⑦2.5324①9.7123{9,2929

⑧2.5009iO2.8528⑪2・4427

⑨2.3818⑨3.3419102.922D

⑩2.3006⑦3.3609⑥5・0211

112.192491069521

⑫2.0709⑬2,4228⑫2・4109

⑬2.0318⑫2.6423×2.1927

12.02211.90031.9813

1.5724×2.6800×5.6213

1.41211.0822●2.1214

1.1021.8527●3.3315

640912.352702.1403

60211.3518×2.2207

99241.2319719

備 考

社家,}=族

f「 蕎麦屋」,質 屋

農,「 高槻 屋」,宿 屋

i

一一亜 ヨ

農 「米屋L米 屋・酒造業・材木臨 庄屋

1農,製 茶,幕 末期社役 人

農,「 桝 屋 」,材 木 商

社 家,一 十族

農

社家,t族,諸 仲買 ・石灰小売

農,「 米屋」,絞 油 ・竹仲 買

社家,i=族,離 宮八幡宮祠掌

t農,絞 油 ・製 茶,庄 屋
k

社家,七 族

_______キ ー 一 一 … 一 一 一 一 … 一 一 一一一

欝軽ギ懇難

農

社家,-t族,絞 油 ・竹仲買

農,「 硫 黄屋」,薬 種商

農,「 瓦屋」,瓦 屋

農,佐 官屋,石 灰小売

農社役ん「念仏屋当占道具・醤油小売

農,社 役人,「薬屋」,薬種商

社家,i族

農,社 役 人,庄 屋

社家,七 族,酒 解神社祠掌

A3.3910

A3.4200

A4.3615

4.6600

×1.3900

2.3soo

A2.1QO

l

:il

1.7328

951Q

l
A1.3515

A26001

×300

1.0020

A2.Q507

A1.8000

1「 「紳 年 賄 勘 金雛 諸懸取臓 」(離宮八欄 文書)・「耕宅収穫地価一'罫購 」(明

{2)治織 霧は灘 繋 欝 為 留籍1含薮)の合計(山林を含まない).明治5年は
改租 前反別。

(3)21以 下 は分村 した山崎村 の住民。Aは 安政3年 神領改革時の14人 衆 のメ ンバ ー。

(4)3の21年 は円明寺村鮪 分を入れ9,1827,さ らに分家(11年5∫Dを 含め ると10・3922・

1欝 縣1器11雀説 曽53饗1巌ρ罐蹴 縣 嚥 鷺 撃
22・23は3町 前後 をそれぞれ山崎村 に所有(本 表の5年 の数値 に含 む)。

(5)考 欄 の 儂 」 は身分呼称 のrrf姓 」と臓 で泌 ず し織 業の実態 儂 業)を 示す もの

ではない。なお,「 」 は屋号 を示す。
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30^-fiO

20～30

×0^-20

5～10

^'

i1～

「1未

匿τ
注

樹

表4明 治5年 大山崎荘土地所持規模別階層構成

15

18

iO52i7

234229

532156

1093110150

合 計

平民社家寺院小計 平民(%)社 家(%)寺 院(%)小 計(%)

12

　;鑛

6(3.7)2(5 .3)一(一 一)

4(2.5)5(13.2)1(5 .3)

11{6.7)x(21.1}1( .3}

13(8.0)9{23.7)3(15 .8)

12(7.4)7(18.4)3(15 .8)

3(19.0)4(10 .5}6(31.x}

86{52.8)3{7 .9)5(2fi.3)

S(3.fi}

10(4.5)

20(9.1)

25(11.4}

22(100)

41(18.6)

94(42.7)

{Dlモ 申年 田方畠方金納 並諸懸取 立帳」(離 宮八幡宮文書)よ り作成
。②f

二地 は田方 と畑方(屋 敷地 ・薮を含む)の 合計。
(3)明 治5年 棚 在の騰 別戸数 は・ 平民173(大 山崎ll6

,山 崎57),社 家4・(大 山崎34,
1£繭6)・ 搬16(杣 崎13,Li繭3)冶 計229で ある

.内,1=地 鯖 有 は23(平 民12,社
家6註 職5)・ 従来村民で あ った と思 糠 るが戸籍 にな く一 二地 を所有す る都(蝦

z社 家2)。 無住職 で ヒ地 を所有す る寺院7
。

(4)掲 出外 に,]T.保 役 田1町7703,紀 氏 中3515 ,五 位川町中21,勾 当田506。
(5)麟 翫 他村民の 漸 有者17(3～5贈 ・1-3反 麟4・ 瞭 満層12一 東大

3(100)
_38(_100)19(100)220(100」

さ

て
、

一
般

「
百
姓

」

に

つ
い

て
は
右

の
よ

う

に
そ

の
土
地

所
有

の
消
長

を

み

る

こ
と

が

で
き

る
が
、
社
家

層

に

つ
い

て
は

ど
う

で
あ

ろ
う

か
。
こ

の
点
、
最
上

層

二
名

(
1
、
7
)
は
村
内

に
お

け

る
地

位

を
保

つ
が
、

そ
れ
以

外

は
維
持

あ

る

い
は
低

下

さ

せ

る
者

の
方

が
多

く
な

る
。
社

家
層

は
当

初

か
ら

傑
出

し

て

い
た
疋

田
芳

春

(
-
)
を
例

外

と
し

て
、
全

体

と
し

て
右

に
指

摘

し

て
き

た

よ
う
な

状

況
を

窺

い
う

る

の

で
あ

る
。

な
お
、

松

田

な
ど
を
営
む
者

に
は
そ

の
後
土
地
所
有
規
模

を
拡
人

す

る
者

が
多
く
み
ら
れ
、
こ
の
時
期

の
有
力

「
百
姓
」

の

一
部
は
社
役

人

と
し

て
社
領
運
営

に
も
関
与

し

て
い
た
が

(
5
、
20
、
21
、

23
)
、
彼
ら

の
そ

の
後

の
土
地
所
有
状
況
を

み
る
と
必
ず
し
も

全
般
的

に
順
調
と
は
い
い
が
た
い
者
も
存
在
す
る
。
な
お
、
21

以
下

の
者
は
分
村
後

の
山
崎
地
域

に
居
住
し
、
し
た
が

っ
て
九

年
以
降

に

つ
い
て
は
、
依
拠
し
た
史
料
が
分
離
後

の
大
山
崎
荘

に
限
定

さ
れ
る
た
め
、
そ
の
全
体
と
し

て
の
所
有
状
況

は
判
明

し
な

い
。
彼
ら
を
含
め
た
掲
出
表

の
註
鰯

に
注
記
し
た
諸
家

の

土
地
所
有

規
模

の
縮
小

は
必
ず
し
も

そ

の
衰

退

・
没

落
を
意

味
す

る
も

の
で
は
な

い
。
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秀
健

(
7
)
は
・
後
述
す

る
役
田

の
処
分

に
際
し

て
大
規
模
な
土
地
を

気

に
籍

し

て
村
内
最
人

の
聖

と
な

.
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

彼

は
明
治
五
年
・
村
内
第
七
位

の
土
地
所
有
者

で
あ

っ
た
が
、
役
田
払
下
げ
を
受
け
た
後

の
明
治
九
年

に
は
所
有
規
模
を
九
町
七
反
余

に

ま

で
増
加
さ
せ
・
「
高
槻
墨

の
屋
号
を
持
ち
、
宿
屋
を
経
営

し

て
大
を
成
し
た
川
崎
清
兵
衛
と
並
び
村
内
最
上
層
を
占
あ
る
に
到

.
た

の

で
あ

っ
た
む

結
局
・
松
方
財
政

の
不
況
期
を
経

缶

治
.
工

隻

天

八
八
)
頃
ま

で
を
通
観
し

て
、
村
内

δ

位
ま
で
を
穫

す

る
上
層
土
地
所

有
責

卜
限
は
約

」町
規
模
)
の
内
・
旧
来

の
人
山
崎
荘

に
お
け
る
支
配
身
分

で
あ

・
た
社
家
層
か
・り
は
三
名
が
登
場
す

る
に
す
ぎ
ず
、
大
半

は
経
済
的

に
低
迷

し
て
い

っ
た

こ
と
が
指
摘

で
き
る
だ

う

つ
。
五
年
段
階

の
社
家

に
昼

町
ム
ロ
の
土
地
を
所
持
す
る
者
が
多
く
、

亘

、

百
姓
身
分
層

に
比
し

て
安
定

し
た
土
地
所
持
規
模
毒

し
て
い
た
が

(表
4
)
、
そ
の
面
積

の
・つ
ち

に
は
所
有
権

の
安
定
し
た

「家
領
」
ば

か
り
で
は
な
く

「
役
田
」
が
含

ま
れ
・

か

つ
金
銭

の
貸
付

け
等

に
よ
り
貨
幣
を
落

し
た
例
外

の
社
家
を
除
き
、
稼

り
の
大
部
分
は
諸
営

業

に
従
事
す
る
経
験
も
少

な
か

っ
た
も

の
と
思

わ
れ
、

そ
の
経
済
的

な
内
実

に
は
か
な
り
深
刻
な
も

の
が
あ

.
た
と
推
測

さ
れ
る
。

明
治
四
年
現
在
・
五
二
歳

の
母
と
二
人
暮
ら
し

で
本
人

は

一
.
奪

あ

.
た
社
家
を
事
例
と
し
よ
・つ
。
彼

の
所
有
地
は
幼
年

の
た
め
役

田

の
支
給
も
な
く
宅
地

二

歩
を
享

る
の
み

で
あ

っ
た
。
彼

は
六
年
九
月

百

、
以
下

の
よ
・つ
な
出
稼
ぎ
願

い
を
.戸
長

に
宛

て
提
出
し

て

い

る
。

ロ
ト
　　

忍

義
・
此
度
民
籍
菱

.パ
被
申
付
候

二
付
、
万
端
宜
奉
願
上
候
、
且
又
老
母
井
幼
年
之
私
、
笹

之
致
方
無
御
座
候
、
尤
是
迄
必
至

難
渋

二
迫
リ
日
夜
飢
渇
之
苦
-
ヲ
逃
が
れ
ス
候
故
、
此
笑

阪
府
御
管
下
東
大
組
第
拾
五
区
平
之
堕

一占

高
野
栄
七
方
へ
両
人
共

出
稼
仕
度
・
此
段
奉
願
上
候
、
前
件
始
末
被
聞
分
、
御
聞
届

ケ
被
成
下
候

ハ
、
、
如
何
計
恭
奉
存
候
、
以
上

百

夜
飢
渇
之
苦

ミ
ヲ
逃
が
れ
L
な

い
ほ
ど

の

難

渋

道

」
ら
れ

て
い
る
と
あ
り
、
社
領

の
消
滅

は
彼

に
と

.
て
従
来

の
生
活
保
障
を
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根
底
か
、り
覆
す
も
の
と
な

っ
た
。
彼

は
前
年
九
月
二
占

日
に
も
右

の
高
野
方

へ
の
九
〇

日
間

の
寄
留
願
い
を
提
出

し

て
お
り
・
村
内

で

生
計
を
維
持
す

る
手
段
は
見

い
出
し
え
な
か

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
村
内

に
大
地
積

の
土
地
を
有
す
る
寺
院

は
努

、

二
町
余

の
観
音
寺

が
最
人

の
土
地
所
薯

で
あ

っ
た
・

ま
た
・
表

4
の
注

3

に
関
連
し

て
、
.暴

書

し
な
が
・り
村
入
費

の
竪

帳

の
等
級
表

に
名
前

の
な

い
者
が
、
社
家

で
鞄

割
・
平
民

に
約

二
割
存
在
す
る
・

彼
、b
の
李

は
乖

所
有
が
零
細
か
無
所
有

で
あ
り
、
か

つ
戸
森

幼
年
あ
る

い
は
老
讐

の
み
と

い
・つ
場
合
が
多

い
・
前
述

の
よ
う

に

出
稼
ぎ
中

の
者
も
あ

.
た

で
あ
う

つ
。
籍

編
入
者

で
.籔

割

の
賦
課
を
免
除
さ
れ
て
い
る
社
家
も
存
在
す
る

(明
治
四
年
現
在
・
天

歳
と

一
五
歳

の
姉
妹

.

.人
暮

ら
し

の
社

家
)
。

大
山
崎
荘

は
天
語

を

そ
の
内

に
抱
.凡
、
胃

姓
L

の
中

に
は
大
規
模

で
は
な

い
が
山
林

を
所
有
す

る
者
が
存
在
し
た
・
掲
出
表

5
は
・

大
山
崎
荘

に
お
け
る
山
林

の
所
有
状
況
奈

し
た
も

の
で
あ
る
.

こ
の
農

に
は
近
鯖

か
ら
竹
林

が
開
か
れ
・
隣
村
円
明
寺
村

の
改
租

に
あ

.
て
は
、
藪
と

は
別
に
孟
宗
畑

の
地
目
が
置
か
れ
、

そ
の
反
当
地
価
額

は
普
通
畑
を
越
え
る
ほ
ど

で
あ

っ
た
・

こ
こ
で
蟹

と
す

る

山
地

に
は
、
松
な
ど

の
用
材
林
や
藪

と
並
ん

で
孟
宗
竹
な
ど
の
竹
類

の
栽
植

に
利
用
さ
れ

る
地
積

も
あ

っ
た
。

掲
出
表

の
依
拠
史
料

に
は
、
面
積

を
盤

日
で
訂
正
し
た
数
値
が
あ
り
、
藷

し
た
こ
さ

、
そ
れ

は
訂
正
前

の
・
五

%
増
と
な

っ
て
い

る
。
改
租
面
積
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
・つ
。
な
お
、
林
野
改
租
後

の
山
林
地
租
徴
収
簿

に
よ
り
、
村
民

の
所
有
す

る
山
林
地
価
禦

判
明
す

る
の

で
、

そ
れ
を
.兀
に
表

6
を
作
成
し
た
。
表

5
の
山
林
面
積
を
利
用
す

る
と
、
反
当
地
価
額
は
五
〇
銭
弱
と
な

る
・
大
山
崎
荘
の
瞥

別
反
当
地
価
額

は
、
宅
地
が
最
も
高

差

八
円
余
、
田

四
五
円
余
、
畑
、
西

累

、
藪
五
円
余

で
・

や
や
高
台

に
あ
り
水
害
を
免
れ
る
円

明
寺
村

の
場
A
口
、
田

の
反
当
地
価
額

は
六
〇
円
余
と
高
垂

る
.
な
お
、
改
租

に
よ
る
増
歩
率
は
、
大
山
崎
荘

の
場
合
・
宅
地
三

%
余
・

盟

.
簗

、
畑

.西

%
余
、
藪

三
五
%
余
、
荒
地
・
左

%
余
と
鑓

、
こ
れ
ら

に
比
較
す
る
と
改
租

に
よ
る
山
地

の
増
歩
率

は
小

さ
い
・

改
租
前

に
お
け

る
利
用

の
進
展
と
面
積
把
握

の
正
確
さ
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
人
山
崎
荘

の
耕
宅
地

(荒
地
乏

町
七
反
余
を
含
む
)
合
計
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表5城 州分大山崎荘 山林所有状況(明 治5年)

反

100～170

20^-44

10^-15

5～10

未 満

計

注(1}

(2>

人数 (%) 筆数 面積 C%)
_}

① 反
2 4.9) 4 271,921 (47.4)

②

3 {7.3) 7 100,418 (17.5)

s {14.6) 24 74,313 (13.0)

11 (26.8) 45 80,318 (14.0)
③

19 (46.3) 42 46.22 (8.1)

41 (100) -122 573,502 (100)
一__一 一

　

備

①庄 内持169反724

② 観 音寺43反524

ヨ考

1③旧　 　

1

1

■
「ー

i
ー

」

寺宝

山林箇所付帳」(明 治5年,離 宮八幡宮文 書)よ り作成。「城州分

城州分大Lh崎 荘のLi」林 は大 き く2箇 所 に分れ,「 内野 山地害ll」13筆111反11S,「 中H1地liI

地割 」109筆462反314と な る。

(3)面 積 は朱 書訂正分の数値 を採 った。訂1E前 よ り25%多 い。

(4}奥 書 は明治6{1…6月 付 とな っている。 なお,原 史料 の合緬 所数1よ124齢 とあ り・ 明治

9年1月 までの所 有移動 も記 入されて いる。

(5}ill嫁 の所緬 積 は,字 糊 貞行1筆115,井 尻栄貝lj3筆19・6・ 藤酷 則2筆1212・ 灘

則繁22012,藤 井則孝1筆2209.寺 は,大 念 寺1筆3712・'1{寺1024・

表6大 山崎荘山林所有状況(明 治15年8月)

46～5

15^-25

8～15

3～7

3未 満

①

2(5.3)

②

3(7.9}

0

5(13.2)

10(26.3)

④

18(47.4)

一「 　

ト
円

95.432(34.8)

59.213(21.6)

53.335(19.4}

41.579(15.1)

24.914(9.1)

① 元村 中持 ・庄 内各 戸へ割 渡 し分49111258

② 観 音一寺(ヒ 岐 本性分 含む)19円729

③宝 寺13円402

④旧社家5人,秦 以俊(大 念寺)

匝 亘 一」
注(1>「 明治十五年 分山地租徴収簿」(離 宮八幡宮文 書)よ り作成。

(2}1[1社 家 の所有地価額 は,津}購 郎 ・円 ・44,井 尻 献 良1～1円4・8・e.;｠清 ・円378,灘

則繁1円191,藤 井鹿太郎1円361。

(3)元 村 中持 山林 の分配 を受 けた戸数154戸 半,う ち 士族 中戸数17戸 。
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三

七
町
八
反
余

に
対

し

て
、
山
林
面
積

は
そ

の
四
二
%

に
相
当
す

る
。

天

当

た
り
の
平
均

の
由
林
所
島

積

は

所

四
反
ほ
ど
に
な

る
が
、
上
層

に
藩

が
進
み
、
所
有
者

の
約
薮

は
五
反
未
満

の
零
細
規
模
所
有
と
な

っ
て
い
る
・

こ
れ
は
表
6
の
地
価
額

で
み

て
も
同

様

の
傾
向

と
な

る
。

所
有
者
を
個
別

に
み
る
と
、

二
町
以
上

の
比
較
的
大
地
積

の
所
薯

に
、
先

の
耕
地
所
有

の
上
位

に
位
置
す
る
者

が
み
ら
れ
・
表

3
の

4

(山
本
癖

郎
)
が

6

町

、
皮

五
畝
余
と
傑
出
し
、
以
ド
、
観
音
寺

§

四
町

皮

巌

余
、
簾

平
蔵

§

三
町
四
反
三
畝
余
・

川
崎
清
兵
衛

(3
)
、
町

、
反

五
畝
余

の
順
に
な
る
。
ま
た
、
入
薪

兵
衛

(
2
)
も
五
年
段
階

で
は
四
反
h
畝
余

で
あ

っ
奈

・
九
年

に

か
け

て
籍

を
進
め
約

二
町
ま

で
に
所
有
を
拡
大
し

て
い
る
。
表
6
の
地
価
額
か
ら
み
る
と
、
右

の
唖

3
・

2
等

は
さ
ら
に
藩

を
進

め
た
も

の
と
思
わ
れ
.Φ
。
他
方
、
社
家
層

に
山
林
を
所
亨

る
も

の
は
、
わ
ず
か
五
名

に
す
ぎ
ず
・

そ
の
所
島

積

も
零
細

で
あ
る
・
山

林

は
耕
地

以
上

に
有
力
層

へ
の
所
有

の
集
中

が
進
展

し

て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
前
述

の
奪

門
前

の
賃

は
か
な
り

の
寡

数
反
か

.b

訂

ム
ロ
の
規
模

の
山
林
を
誓

し
て
い
る
。

▼し
の
史
料

は
摂
州
分
を
含
ま
な
い
の
で
、
彼

ら
の
所
有
面
積
は
そ
の
部
分
を
入
れ
る
と
か

な

り
多

く
な

る

で
あ

ろ
.つ
。

彼

・り
の
内

に
は
耕

宅
地

の
所
有

面
積

が
比

較

的

零
細

で
あ

っ
て
も
中

あ

る

い

は
上

に

ラ

ン
ク
さ
れ

る
者

が
か

な

り
あ

り
、

}」
れ

は
山
禁

利

用

し
た
収

益

の
大

き

い

こ
と

を
意

味
す

る
だ

ろ
う
。

と
も

あ

れ
、
社

家
層

は

こ

の
面

に
お

い

て
も
除

外

さ

れ

る

}」
と

に
な

る
。

}し
▼」
で
、

大
山

崎

荘
村

民

諸
身

分

の
.薮

割
等
級

と
+

地
所

有

の
相

関

を

み

て
お

こ
.つ

(表
7
)・

上

等

嬉

フ
ン
ク
さ
れ

る
平

民

(百

姓
身

分
)

は
約

、
漸

、
社

家

層

は
先

に
み

た
よ

う

に
そ

れ
よ

り
も

や

や
比
率

が
高

く
な

る
・
中

等

は

平
民

の
柴

が
社
家
層
よ
り
も

や
や
豪

、
ド
等
は
両
者
と
も

に
ほ
ぼ
同
様

の
約

漸

と
な

る
.

こ
の
等
級

の
分
布
と
遍

所
窺

模
と

を
関
連
さ
せ

て
み
る
と
、
前
提

と
し
て
、
社
家
層

は
五
峯

.
唐

の
多

い
こ
と
震

映
し

て
こ
の
土
地
所
有
層
が
中
等

に
位
置
づ
け
ら

れ

る
者

の
多

い

vし
と

が
判
明

す

る
。

と
り

わ

け

断

層

を
検

討

す

る
と
、

こ
の
層

に
属

す
平

民

の
大

半

は
上
等

に

ラ

ン
ク
さ
れ

る
が

・
社

家

は
中
等

に
位
置
す

る
者
が
多

い
.
し
た
が

・
て
、
土
地

の
所
有
撰

か
ら
み
る
限
り
に
お
い

て
は
・
平
民

よ
り
も
社
家

の
方

奪

級
設

四 …}… 脳ロ司舳
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表7大 山崎荘諸身分の土地所有 と等級(明 治5年)
1

上 中 F 合 計 同%

(反)

一

平民 社家 平民 社家 平民 社家 平民 社家 平民 社家 一

一

30～60 6(1)2(1)
㎝ 一一 一 一　 6{1)2(1)3.85.9

2030 4(1}5(1) 一㎝ }一 一 4(1)5(1)2.514.7

10^-20 10(5)1(0) 1(0}6(0) 一1(0) 11(5)8(0)7.023.5

5^-10 8(5)一 5(0)3{2) 一4(0) 13C5)7(2)$.320.6

3～5
一} 9(0)一 3(2)7(2) 12(2)7(2)7.620.6

1～3 2(1)一 17(5}一 一一 11(3)4(0) 3Q(9)4(0)19.111.8

1未 満 i{o) 15(8)一 60(22)1(0) 76(30)1{0)48.42.9

0
一} 1(0)一 一 4(2)一 一5(2)一 一一3.2一

刷闇

合 計 31(13)8{2) 48(13)9(2) 78(29)17(2)157(55)34(6)100100
_η 一

1同%
19,723.5 30,626.5 49.750.0100100」

注(1}「 家別入用取 立帳」(明 治5年 正月),「 家別入用懸取 立帳」(明 治6年2月),「 モ申年 田

方畠方金納並諸懸取立帳」などにより作成。

② 七族の等級 は明治6年 。

(3)()内 は,明 治6年 国界碑論争後摂津国(大 阪府)尉 郡山崎村 と して分離 し炉 数・

㈲ 掲 出外 に}等 級 があ るが戸籍 ・t地 所有関係の不明の家2(下 等)。

(5)土 地 を所有 し戸籍 もあるが等級 のない家10(内,社 家2)。

(6)戸 籍があるが等級 ・土地所有 ともにな い家13(内,社 家6)。

(7)従 来村民 と思 われ ヒ地を所 有す るが戸籍 ・等級 ともにない家4(内,社 家2)。

定

に
お

い
て
有

利

で
あ
る
。

先

に
指

摘

し

た
ご

と
く
、

上

等

と
下
等

の
負
担

額

の
差

は

一
・
五
倍

あ

る
。

ま

た
、

三

-

五
反

層
平

民

の
か
な

り

の
部

分

が
中

等

と
な

る
が
、

社

家

層

は

そ

の
全

員

が

下

等

と

な

る
。

こ

の
関

係

が

あ

っ

て
、

平

民

の
中

等

比

率

よ

り

も

社

家

の

そ

れ

が

小

さ
く

な

っ
て

い
る

の

で
あ

る
。

こ
の
矛
盾

し

た
関
係

を

い
か

に
評

価
す

べ
き

で
あ

ろ
う

か
。

一
面

、

社
家

層

に
有

利

な
等
級

づ

け

に
あ

る

こ
と

は

間

違

い
な

い
。

し

か
し
、

社

家

層

は
従

来

諸
営
業

従

事

の

経
験

が
薄

く
、

社

勤

を
圭

な
生

業

と
し

て
そ

の
対

価

と
し

て
役

田

の
分

配

を

受

け

て

い

た
。

あ

る
程

度

の
規

模

の

「
家

領
」
を
持

つ
、
一、
三

の
例

外

を
除

く
と

、
彼

ら
社

家

層

に
と

っ
て
所

持

地

に
占

め

る
役

田

の

ウ

ェ
ー
ト

は
圧
倒

的

に
大

き

い
。

し
か

も
役

田

は
淀
川

沿

い

の
低
湿
地

に
所
在

し
生

産

力

は
不

安
定

で
あ
り
、

か

つ
所
有

権

も
不

安
定

で

あ

る
。

社
領

上
知

前

の
役

田

は
無
税

地

で
あ

っ
た
が

、

上

知
後

は
社

勤
差

免

の

一
方

に
お

い

て
有
税

地

に
転

化

し
、

さ

ら

に
そ

の
所

有
権

確

定

の
問

題

が
提

起

さ
れ

て
く

る
。



土
地
依
存
的
性
格

の
強

い
}、
と

は
領
有
型

般

の
性
格

で
も
あ
る
が
、
社
家

に
と

っ
て
役
円

の
彗

意
味

は
大

き
く
変
わ

っ
た

の
で
あ

る
。

し
奈

.
て
、
あ
る
い
は
}し
の
よ
・つ
な
状
況
を
配
慮
し
た
上

で
の
社
家
層

に
対
す
る
等
級
づ
け
が
肌醸
定

さ
れ

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

る

の

で
あ

る
。

そ

}」
で
、
次

に
、
役

里

所
有
L

の
実
態
と
L
知
後

に
お
け
る
そ

の
処
分
が
旧
社
蒼

に
与
え
た
影
響
を
追
究
す

る
必
要
が
あ

る
が
・

そ
の
問
題

は
紙
幅

の
都
合

に
よ
り
別
稿

の
課
題
と
し
た

い
。

以
よ

き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
分
析

に
よ

.
て
も
、
国
家
神
道
形
成
期

に
お
け

る

藷

社
L
ク
ラ
ス
の
旧
神
領
支
配
身
分

(社
家
)
の
経

済
的

地

位

は
、
む

し

ろ
政

府

の
宗
教

「
近
代

化

」
政

策

の
ゆ

え
に
、
.
一、
一.翁

外

を

除
き

お

し
な

べ
て
低
迷

し

て

い

っ
た
と

い
え

よ

う
・

ち
な
み

に
、
松
方
財
政

の
不
況
期
.G
の
や
や
特
殊
な
条
件
を
巖

す

る
必
要
が
あ
る
が
、
明
塗

七
年
⊥

月

に
お
け
る
戸
長
役
場

の
調

査

に
よ
れ
ば

(「士
撃

最

調
」
、
、統
計
調
壷
.L
所
収
、
大
山
崎
町
役
場
文
書
)、
讐

八
讐

旧
社
家
二
七
戸

の
生
計

の
状
況
は
・
「
繋

維
持

ス
ル
見
込

ア
ル
モ
ノ
」

.
一、
「A
コ
ヨ
萌

治
廿
年

ノ
后
、
所
有
公
債
証
耗
尽

ス
ヘ
キ
見
込

ニ
テ
、
生
計
舞

束

モ
ノ
ニ

ニ
・
「
既

二
公
債

耗

尽

シ

テ
生

計

ヲ
立

ル
能

ハ
サ

ル

モ

ノ
」

=
二
の
ご

と

く
な

る
。
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注(-
)

丹

羽
邦

男

萌

治

政
府

の
馨

地
処
分

L

(
『
歴
史

と
民
俗
』

、・.号
、

・平
凡
社
・

冗

八
八
年

)
参
照
・

(酵
鱗

蹴
畿

耀
構
講

曝
轄

綴

雛

鵬講
報襯

醗

烈
、篇

麟

醍
鰯
雑

鯉
簸

饗
鱗
擁
.謂
難

趨

鱗

誠輪

の
壷

讐

夫

山
崎
讐

八
饗

領
の
所
纏

造
を
め
ぐ

。
下

L〕
参
照
.
な
お
、
社
家
身
分
の
吏

禦

の
問
題
に
つ
い
て
は
・
震

≠

男
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「近
代
に
お
け
る
社
家
身
分
の
再
編
過
程
ー

大
山
崎
離
宮
八
燐

集

材
と
し
て
止

(『人
文
研
究
』

一
・

喜

、

冗

八
八
年
)
を
参
照
.

(
3
)

「宗
門
人
別
御
改
帳
」
(疋
田
穗

家
文
書
)、
「社
中
薩

戸
笹

(讐

八
讐

文
穀
.)、
覆

津
国
嶋
上
郡
第
、長

山
崎
村
戸
籍
出
雀

最

調

(礁
纈
郷
麟
鱗
叢
騨
臨脳
辱
糖
擁
黙
艶
諜
敵編黙
雛
糎
餉欝

硝縮
翫
舗
輪
勤
補鐸
融
腿
期
熱
頗磐
類
魎
隔
鯛
満
観
孫
編
矯
脇
耐鱗
蠣
匠砧
糖灘

(踊

を
難

劉

役
葦

の
う
ち
・
宝
与
が
排
仏
殿
釈
を
免
が
れ
蕪

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「讐

八
雛

大
山
崎
荘
歴
史
調
査
報
出.」

(
『
歴

史
と
民
俗

』

一
三
号

、
平
凡
社

、

一
九

九
六
年
)
参

照
。

(
6
)

『
町
史
本
文

編
』

四
五

一
頁
参
照

。

(縄

五
t

ハ
年
四
月
四
日
・
現
韓

茎

山
を
巡
検
し
た
夜
・
丹
羽
邦
峯

は
お
人
柄
の
洒
落
風
の
豪

嶺

れ
た
次
の
音

を
宿
に
残

し

て
い
る
・
九

五
年
九
尺

現
地
再

調
査

の
折
、
立

寄

っ
た
..、笑
亭

で
芳
名

録
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